
●原子を記号で表す　（原子：物質をつくる最小の単位で、それ以上分割することのできない最小の粒子。）
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物質 
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：物質を原子の記号 で表したもの。 
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●化学式で表す　化学式：物質を原子の記号で表したもの。
分子：いくつかの原子が結びついた粒子で、物質の性質を示する最小単位となっているもの。
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2動物の生活と生物の変遷1生物と細胞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理科 

園植物と動物の細胞のつくり（P88，89申年　組　番名前　　　　　0° ����� 

実験日2020年　月　日（）　校時匠気　　l気温　　℃ ����湿度　　　　　　％ 

目的 � 

準備 �オオカナダ王の葉、スライドガラス、．カバーガラス、ピンセット、綿棒、ろ紙、顕微鏡 
染色液（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

方法 �闇藍監パラートと染執るプレltラートをつくる 翫爾鞭親臨瓢＿＿．‥試料に水を2－3滴たらして、カバーガラスをかける。 　　薄う 　　一　∴ト二二二二 ���；オ拗ナダ王の薫； 

摂関　　　　　mmm・　　　鵜■臆SS臆鵜喜賀〇　　　　　・、　　　－－　滅 ���セットでとる； 

澄謂笥困園醒蛭浬：試料に染色液を2－3滴たらして3－5分置き、その後、 ���；ヒトのほおの内側 

塵碧業かける。 上1、 　　　〇1－≡ ��報　余分な液をろ紙で吸いとる ト二㌔千一、． �；の粘膜働物） i 
，ほおの内側の粘曙 

回議謡黙認鵠難詰器語 ���；を、綿棒（楊枝）の先 iの部分で軽くこす； りとる。 

結果 � �オオカナダ竜の葉　l　ヒトのほおの結膜 ��気づいたこと 

染色′ しない 細胞 � �】 � 

染色 した 細胞 � � 

観察倍率 �100　倍 �400　倍、 � 

考察 �植物と動物の細胞を比較して、共通点と異なる点とをまとめる。 

反省 �【自己評価】　　　　　　　　　　　　　はい　　いいえ 1積極的に観察に取り組めたか？　　　　5°4・3・2・l 

感想 � ��2観察の手順“操作が理解できたか？　　5・4置3・2・l 
13観察によって課題が解決したか？　5°4・3“2・l ） 



○細胞のつくり
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2動物の生活と生物の変遷．1生物と細胞　　　　　　2年　　組　　番 

／ （） �課 ）題 � �匡p92－95 lワP34－35 �回 

○単細胞生物と多細胞生物
“生物は（　　　）でつくられている。

クリオネは、

（ハゲ棚メがイ）

（）細胞生物
であり、

（　　　　）の

仲間。（イカ、タコ
アサリ、マイマイと

同じグループ）

！「∴、∴‖ （）個の細胞で（）を行っている。 �il 

（（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） � 

′緋 や． 

：享 
・細胞の（　　　）や（）、（）は、生物の種類やからだの部分によって（　　）。

○多細胞生物の細胞
）では、

形やはたらきが同じ（　　）が集まって（ ）をつくる。

いくつかの（　　）が集まって1つのまとまった形をもち、特定のはたら

きをする（　　　）をつくる。

いくつかのく　　　）が集まって（ ）がつくられる。

！ � � 

植 物 �産奇観 （） 「「 （．） �（） ⊃1－－1－、〔コ諭 （畿轍灘饗麹鴻鵠 ヽ：′∴ヽ： 「∴三三： ∴．＋ ∴↓∴ヽ 翁餓／（綬i“・挑 ニ∴∴∴ここ⊃⊂＝⊂ニ 「：：丁∴ ／ヾ＼真二 縄、員 ∴．「∴ （）（） �（） 馴） 昏） �i i 重縁惣 塑裁 

動 物 �（） 一一く三ミニ寓重囲蛮＝三重喜一 一義重量堅塁三三ここ一 一毛玉歪匪匪麦重＝二°－ （） �（） 漏酔 繊駄焼餅 ー◆ 轡i課し‘i＼ （） �一∴∴∴； ／綴喜翳． 瀦発 言ふ∴ 瀧〉／多重，純毛禽孫蕊 続編鏑醒蘭闘曝灘 ∵； ∵ ミ忠志一ソ・鬱 （） �∴ ∴ 



2動物の生活と生物の変遷　2動物のからだのつくりとはたらき（実験レポート）　　　　　　理科 

園だ液によるデンプン溶液の変涌8，99日－2年　組　番名前　　　　No‘25 

実験日2020年　月　日（）　校時i天気　　i気温　℃l湿度　％ 

目的 �ご飯をくり　　へ 
返し噛ん瑞ノLr／・，． 　l′っ 霊‡しお∴一一∴一 

準備 �試験管（4）、ビーカー（500油川）、10伽I（1））、脱脂綿、温度計、ヨウ素液 ベネジクト液、デンプン溶液（水間 �細こ0．1gの割合でデンプンを加え、加熱して溶かしたもの） ��れるようになる。 

スポイト、ガスバーナー、沸騰石、試験管ばきみ ���ーだ液により、テン プンが麦芽糖など の糖に変化した 【】 （色〉 【】を 入れて（）する （，） デンプンから麦芽糖へ の変化が、だ液によっ て起きたことを明らか にしたい。 《》 

方法 �／ � 

結果 � �十千の感応： �諒 �一言癒蜃寧 

だ液を入れた試験管 （）＋デンプン溶液 �回 �□ 

水を入れた試験管i （）＋デンプン溶液〔 �□ �□ 

考察 �▲ 

6 反省 感想 �【自己評価】　　　　　　　　　　　　はい　　いいえ 
l積極的に実験に取り組めたか？　　　　5°4・3・2・1 

2実験の手順・操作が理解できたか？　　5“4・3・2・1 

3実験によって課題が解決したか？　　　5・4・3・2・1 



○実験1『だ液によるデンプン溶液の変化』のまとめ

水 　＋ テンプン溶液 だ蔽IB・D高 十 　へBi �� �の反応 �の反応 �� 

だ液＋ �A �C 
アンプン溶液嬰一 弘、Cl灘 雛OoCの濠」憾綴 ��デンプン溶液 （） �［　　　　］ �［　　　　］ 

水＋ �B �D 
∴「∴∴一㌧ 　∵：∴∴ 　響 　く ∴ ∴ ∴ 為 ＼あ ：十㌧「∴ �デンプン溶液 （） �［　　　　］ �［　　　　　］ 

【　　　　　　　】： 

“ヨウ素液に対する反応（A．B）から分かること； 

・ベネジクト液に対する反応（C－　D）から分かること； 

○消化管と消化

匡≡≡司
（　　　）にふくまれ、食物を

消化液の（　　）には、
（　　　　　）を（
消化酵素の（

工　］

）などに分解する
）が含まれている。

（）から始まり、（

（　）、（　　）、（　　）
などを経て（　　）で終わる
1本の長い管。

食物にふくまれている墨壷盆
（　　　　　）、（　　　　　）、（　　　　　）
は大きな分子の物質で、食べたそのままの形では吸収できない。

［二］　‥
↓

体内で、食物が（
（食物は　　や　　　　　　　で細かくされ、さらに、　　　　　　の
はたちぎで小さな粒に分解される。）



○消化の流れ

i食物にふくまれている成分 

G　　　　　　　　　　　瀞ヒ液中の　－‾‾‾‾‾－ 

（∴∴∴）（　）（　　） ����8888■漢書88 

□li「「 ����臆漢音■漢音 
［］llll 

□「「 ����漢漢音漢音 

□口語 
i′　糀護べの ����l漢書！臆 

消化によってできた養分匡画匡星川　檀 

○吸収のしくみ 消化によってできた養分は （‘）で（）される。 擬態轟く二王＞ ∴王∴「． 　Q 覿1 －鱒闘遭畿 �！！ ��� 

i（　）と （　）は、 ��（　）と （　）は、 

（　　　の � �（　）に入り （）を通って �再び（）となって （）に入り、心 
）なることで、（ � �全身の細胞に運ばれる。 �臓の近くで血管につなが 

） ！（）は主に（） ���り全身の細胞に運ばれる。 

で吸収されるが、残りは（　　）で吸収される。 
消化されなかった食物中の繊維などは、便として肛門から排出される。 

（　　　　　）と（　　　　） ���i（　　）の 

（　　　）の長さのちがい ���；4つのは げ �たらきi 



2動物の生活と生物の変遷　　3章　動物の分類　　　　　　　2年　　組　‾番／ ����固 己評価 

／ �課； �教P127－129 �自 

（） �題； �ワP48．49 ��A　B　C 

○セキツイ動物の分類
＼生活場所 �呼吸 �ー　体表 �体温 �子のう暮れ方 �例 

（）に （ ）をうむ。 �i 

幼生： 成体： �幼生： 成体： �乾燥に � �（）に （ ）をうむ。 � 

雫塾 � �乾燥に � �（）に （ ） をうむ。 � 

（）に（） をつくり、（ ） をうむ。 � 

／鐘 � � � �子は母親の子宮の中 で、へそのおを通して 養分や酸素をもらい、 ある程度育ってから うまれる。（’） を飲んで育つ。 � 

まわりの温度〔”C〕

：体温が（　　　　　　　）動物。

気温の変化にともない体温が（　　　）動物。



特徴 ��類“綱 �例 ���� 

i l i i r““‾1．●‾‾～‾1．‾▲ ！ ！ �l l l � � ��∴∴三∴ i i l 　L＿．＿＿．．＿．．＿、＿．． 

i l ����l 

i j i i i う 1 I l l l L （地球上 も種類 い。100 �1 1 1 で最 が多 万種） � � ��l i l 

薬　子「・・1－一・一・一′・一・・・・一 

醸　し－“一一 

l ヽ－ノ “ヽ i∴∴i∴i il L �� � ��　t i i∴∴i i∴∴i i 

∴∴蟹∴∴ 
† i　ノ，′ 

きょくひ 藤皮動物 ��（　）、（　　）、ナマコ ���ぁし，，iろ宰 一・一一■一 子：∴∴ 口 ∴∴ 蕊自 ∴∵∴∴∴「 

げんさく 原索動物 ��ホヤ、ナメクジウオ 

あ 肝 麗 �ノ二一一一入水管 、・な、∴′ し 職 ー＿‾‘＼1㌔ えら醜 態裟濃蘭‘業 ÷∴∴∵「喜∴ ∴‾ニで二子 聖祭 ＿，鶴i議外とう膜 線形動物 ��センチュウ、カイチュウ 
ゐヽんけい 環形動物 ��（　　　）、（　） 

1 ㌧∵「ご∴ニ「∴二三ぺ ！ l i i �へんけい 扁形動物 ��プラナリア 

壷髄動物 ��ー（　）・サンゴ・イソギンチャク 
かいめん 海綿動物 ��カイメン 

げんせい 原生動物 ��（　　　）、（　　　つ 

【観寮2】イカを癖詞して観葉する（P131）　《スケッチ》 

eイカゐからだのつくりを観察し、 
目、ロ、うで、外とう膜、ろうと 
を観察してスケッチする。 

②ろうとを手前側 ���にして外とう膜を 
切り開き、えら、消化管、肝臓を 
観察してスケッチする。 


